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ふれあい情報 

 

 
全 労 済 
生澤千裕 
常務執行役員 

労金協会 
安藤栄二 
常務理事 

中央労福協 
山本幸司 
副 会 長 

社 民 党 
吉田忠智 
党    首 

民 主 党 
福山哲郎 
幹事長代理 

 

連    合 
神津里季生 
事務局長 

あいさつをいただいたご来賓のみなさん 

 

阿部会長あいさつ（要旨） 

謹んで新年のご挨拶を申し上げま

すとともに、日頃のご指導・ご支援に

深く感謝申し上げます。 

本年は戦後７０年の節目の年にあ

たります。１９４５年敗戦を迎えた国

民は、戦後の混乱と貧しい暮らしに耐

えながら、新憲法のもと平和国家とし

て経済成長を遂げてきました。しか

し、７０年後の今日安倍政権の継続に

より、平和と民主主義は後退し憲法改

悪が危惧されています。安倍首相が強

調する新たな安全保障法制は、国民の

命と暮らしを脅かす集団的自衛権行

使の法制化であり到底容認すること

はできません。 

また、安倍政権の成長戦略は格差拡

大の危険な道であり、非正規労働者は

２０００万人にも及び、やがて無年

金・低年金の生活困窮高齢者を増大さ

せることになります。社会保障におい

ても介護報酬の減額、年金・医療・介

護の給付削減と負担増を強めようと

しています。退職者連合は組織の拡充

を図り、連合と提携し雇用と社会保障

の充実、東日本大震災の早期の復興・

再生に向け決意新たに取り組みます。 

 

社会保障制度の充実、組織拡大へ決意新たに 
退職者連合 2015新春のつどい 

 退職者連合は 1 月 20 日（火）午後 5 時から、連合や政党関
係者、労働福祉事業団体など組織内外から 110人を招き、結成
以来初となる「退職者連合 2015新春のつどい」を連合会館 3階
で開きました。主催者あいさつで阿部保吉会長は「連合と連携
して平和や民主主義を守り、社会保障制度の充実や組織拡大
への取り組みを強化していきたい」と年頭にあったての決意を
述べました。（写真） 

  

新
春
の
つ
ど
い
に
は
、
退
職
者
連

合
の
役
員
、
会
計
監
査
、
地
方
退
職

者
連
合
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
事
務

局
を
は
じ
め
、
連
合
本
部
役
職
員
、

民
主
党
・
社
民
党
、
中
央
労
福
協
・

労
金
協
会
・
全
労
済
、
連
合
会
館
な

ど
の
関
係
者
が
多
数
参
加
。
連
合
や

政
党
、
労
働
福
祉
事
業
団
体
の
各
代

表
の
方
か
ら
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

（
写
真
下
） 

http://tr.jtuc-rengo/
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＜第３回幹事会議題＞ 

Ⅰ．承認事項 
１．副会長の交代について 
２．会計業務担当役員の変更について 
Ⅱ．報告事項 
１. 事務局の業務分担の一部変更について 
２．特定秘密保護法施行にあたっての声明 
３. 第５回、第 6 回組織強化委員会・規約等検討

委員会の開催について 
4. 政策関係専門委員長打ち合わせについて 
5. 中央・地方・ブロック総会・学習会等派遣につ
いて 

6. 第 5回役員選考委員会の開催について 
7. 衆議院選挙檄ビラ（為書き）の送付について 
8．ふれあい情報の発行について 
9．教育文化協会主催「幸せさがし文化展」につ 
いて 

１0. 連合、その他の集会・会議等について 
Ⅲ．協議事項 

1.専門委員会委員の交代について 

２. 政策・制度要求運動の新たな組み立てにつ

いて 

3.当面する政策・制度要求（季節要求）について  

４. 全国事務局長会議の開催について 

5.重点政策要求実現院内集会（仮称）の開催 

について 

6. 定期総会の開催時間、ならびに全国組織代表

者会議の開催日の変更について 

7.第５回幹事会・第１１回常任幹事会の開催場所

の変更について 

 

政策・制度要求運動を新たに組み立て 
「年度要求」に加えて「季節要求」つくる 

第３回幹事会 

通
常
国
会
へ
の
効
果
的
対
応
が
可
能
に 

 退
職
者
連
合
は
、
一
月
二
○
日
午
後
三
時
か
ら
連

合
会
館
三
階
で
二
○
一
四
年
度
第
三
回
幹
事
会
を

開
き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
毎
年
定
期
総
会
で
決
め

て
い
る
政
策
・
制
度
要
求
に
つ
い
て
従
来
の
「
年
度

要
求
」
に
加
え
て
新
た
に
「
季
節
要
求
」
を
策
定
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
組
織
強
化
委
員
会

（
規
約
改
定
等
検
討
会
議
）
か
ら
退
職
者
連
合
規
約

改
定
素
案
の
報
告
を
受
け
、
二
月
一
七
日
に
開
催
す

る
全
国
事
務
局
長
会
議
に
向
け
、
広
く
組
織
内
討
議

を
す
す
め
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
な
お
、

幹
事
会
の
前
に
、
特
殊
詐
欺
撲
滅
に
向
け
た
学
習
会

も
行
い
ま
し
た
（
別
掲
）。 

   

は
じ
め
に
副
会
長
の
交
代
が
提
案
さ
れ
、
自
治
退

選
出
の
福
田
利
久
氏
か
ら
同
吉
沢
弘
久
氏
へ
の
交

代
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

幹
事
会
で
は
、
自
治
退
選
出
の
福
田

利
久
氏
か
ら
同
吉
沢
弘
久
氏
へ
の
副

会
長
交
代
を
承
認
。
ま
た
退
職
者
連
合

の
会
計
業
務
担
当
役
員
を
野
田
那
智

子
次
長
に
変
更
す
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。 

 

は
三
～
五
月
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

そ
れ
ら
関
係
す
る
課
題
は
、
一
月
か

ら
召
集
さ
れ
る
通
常
国
会
で
法
案

と
し
て
審
議
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、

七
月
の
総
会
決
定
で
は
事
実
上
対

応
遅
れ
に
な
る
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

関
係
の
法
案
審
議
に
か
か
る
通
常

国
会
等
に
可
能
な
限
り
効
果
的
に

対
応
す
る
た
め
、
政
策
・
制
度
要
求

の
策
定
な
ら
び
に
運
動
の
組
み
立

て
に
つ
い
て
、
改
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

具
体
的
に
は
退
職
者
連
合
の
政

策
・
制
度
要
求
を
七
月
の
定
期
総
会

で
決
定
す
る
「
年
度
要
求
」
と
通
常

国
会
に
提
案
さ
れ
る
法
案
に
向
け

て
の
「
季
節
要
求
」
と
に
分
け
て
策

「
季
節
要
求
」
は
、
直
近
の
幹
事
会

の
決
定
を
経
て
行
な
い
ま
す
。
ま
た

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
緊
急
や
む

を
得
な
い
と
き
は
、
常
任
幹
事
会
の

決
定
を
経
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
前
記
に
と
も
な
い
、
七
月
の
定

期
総
会
で
決
定
す
る
「
年
度
要
求
」

は
、
で
き
る
か
ぎ
り
簡
素
で
わ
か
り

や
す
い
内
容
に
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
日
の
幹
事
会
で
は
、
当

面
す
る
政
策
・
制
度
要
求
（
季
節
要

求
）
を
決
め
、
直
ち
に
運
動
展
開
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

退
職 
 

連
合
の
政
策
・
制
度
要
求
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
年
度
の
要

求
を
七
月
の
定
期
総
会
で
決
定
し
、

そ
れ
に
も
と
づ
き
中
央
・
地
方
で
運

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
場
合
、
要
求
内
容
の
検
討
・
策
案

▲役員・幹事35人が出席した第３回幹事会。（1月20日、連合本部） 

「年
度
要
求
」と
「季
節
要
求
」 

吉
沢
副
会
長
に
交
代 

 
 

季
節
要
求
は
幹
事
会
で
決
定 

定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

 

 

退職者連合 

検索 

特殊詐欺の被害を根絶するために

は、会員一人ひとりが犯罪に強い「免疫

力」＝正しい問題解決行動を選択できる

力をつけることです。そのためには退職

者連合ホームページをぜひ活用してくだ

さい。警察庁のＨＰにつながります。 

 

特殊詐欺根絶に向けて勉強会 

振り込め詐欺被害  私はだまされない！ 

詐欺の元締めは暴力団 

 

今、お年寄りの年金や預金を食

いものにする振り込め詐欺やオ

レオレ詐欺、還付金詐欺などの

「特殊詐欺」犯罪が大きな社会問

題となっています。この特殊詐欺

の元締めは、暴力団。こうした反

社会的勢力の効率的で安全な資

金活動となっています。 

 

なんと１日 14億円の被害 
 

警察庁によると昨年の被害額

は全国で 500億円にのぼり、1日

当たり約 14 億円がだまし取られ

ていることになります。 

警視庁では、副警視総監を本部

長とする「犯罪抑止対策本部」が

中心となり、犯罪が多発している

都内での「特殊詐欺」を根絶する

ため、一昨年秋「特殊詐欺根絶ア

クションプログラム・東京」を設

置し、企業や団体に参加を呼びか

けました。 

退職者連合も「アクションプロ

グラム・東京」に参加し、高齢者、

年金生活者を狙った特殊詐欺根

絶に連携してきました。この取り

組みを強化するため、1月20日の

幹事会前段に1時間にわたり警視

庁犯罪抑止対策本部の滝澤依子

副本部長（警視長）を講師に「特

殊詐欺根絶に向けて」と題して勉

強会を開きました。 

 

オレオレから還付金詐欺へ 

 

顔を合わせないで電話による

銀行振り込み型のオレオレ詐欺

から今は「未公開株が買えるか

ら手付金を払ってほしい」「医療

費が戻ってくる」という還付金

詐欺などが多い。 

振り込み詐欺は、2000年半ば

頃からオレオレ詐欺といわれる

手口で始まり、2009年頃には減

少傾向だったものの最近はまた

増えてきている。全国的には東

京が最も多い。 

 

狙われるお母さん、おばあ
ちゃん 

 

被害者の8割が60歳以上の女

性高齢者であり「お母さん、お

ばあちゃん」に集中しています。

詐欺の手口は、親心を巧みに使

った「アタリマエの原理」を活

用し、無意識に「親心スイッチ」

が入るという。親世代が子や孫

に抱く深い愛情を利用した極め

て卑劣なもので、長年の苦労の

末に蓄えた老後資金がその親心

ゆえに喰い物にされています。 

集団詐欺の犯罪がやまないの

は、犯人グループが巧妙になっ

ていると指摘。滝澤氏は、被害

に合わないために留守電にする

ことや「携帯をなくした」との

電話には元の電話をかけてみ

る、などの注意を促しました。 

参加者からの｢電話被害に合

うのは名簿があるのか。諸外国

ではどうなのか｣との質問に滝

澤氏は「以前はタウンページな

ど電話帳を使っていたようだ

が、同窓会名簿なども使っているよう

だ。韓国や米国に少し事例があるが、

金額も日本ほど高くなく、社会問題化

する傾向ではない」と答えました。 

最後に滝澤副本部長は、特殊詐欺撲

滅に向けて防止を呼び掛けました。 

 

 

▲特殊詐欺根絶に向けて講演する滝澤

副本部長。（1月20日、連合会館） 

 

退職者連合 
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全国事務局長会議 

 

■日時 2015年 2月 17日（火） 

      （時間：13:00～17:00） 

■会場 ホテル・ラングウッド 

      東京都荒川区東日暮里 

                 5-50-5  

        Tel 03-3803-1335 

■参加 中央・地方退職者組織の 

      事務局長 

■内容  ①組織の強化・拡大に

ついて 

       ②当面する主要な政策 

        ・制度課題への取り組

みについて 

 
重点政策要求実現 2.18
院内集会 
 

■日時 2015年2月 18日（水） 

     （時間：10:00～11:45） 

■会場 参議院議員会館・講堂 

（1Ｆ） 

■規模 270人 

■参加 中央退職者組織 

     地方退職者連合（東京、 

神奈川、千葉、埼玉） 

■内容 第 189 国会における年

金、医療・介護等の重点政

策への要求実現をせまる。 

      

 

第 19回定期総会 
■日時 2015年7月 15日（水） 

       （時間：10:00～14:00） 

■会場 連合会館2階大会議室 

      東京都千代田区 

神田駿河台3-2-11 

    Ｔｅｌ 03-5295-0507 

  

組織代表者会議 
■日時 2015年7月 14日（火） 

     （時間：13:30～） 

■会場 連合本部３階ＡＢ会議室 

■参加 中央・地方退職者組織 

   の代表者 

 

   

地
域
活
動
、
組
織
体
制
・機
構
の
整
備
と
改
革
へ 

退職者連合規約の改正素案まとまる 
 

退
職
者
連
合
規
約
の
改
定
に
向
け
て
昨

年
八
月
以
来
、
検
討
を
続
け
て
き
た
組
織
強

化
委
員
会
・
規
約
等
改
定
検
討
会
議
（
和
田

正
委
員
長
）
は
、
一
月
二
○
日
午
前
一
○
時

か
ら
連
合
本
部
三
階
会
議
室
で
第
六
回
検

討
会
議
を
開
き
、
規
約
改
正
素
案
を
ま
と

め
、
同
日
午
後
開
か
れ
た
第
三
回
幹
事
会
に

報
告
し
ま
し
た
。 

へ
の
九
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
参
加
で
す
。
ま
た

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
運
営
お
よ
び
組
織
強
化

も
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

 

退
職
者
連
合
で
は
、
組
織
・
運
動
方
針
で
、
会

員
の
暮
ら
し
の
場
で
あ
る
地
域
・
地
区
で
の
活
動

強
化
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
規
約
改
正
に
よ
っ

て
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
一
歩
踏
む
出
す
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

組織強化委員会が幹事会に報告 

 

幹
事
会
に
は
、
和
田
委
員
長
が
報
告
。「
素

案
を
全
組
織
に
配
布
す
る
の
で
、
広
く
ご
討

議
を
お
願
い
し
た
い
。
ご
意
見
・
要
望
は
、

二
月
一
七
日
に
開
催
予
定
の
全
国
事
務
局

長
会
議
で
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
」
と
述

べ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
素
案
は
、

翌
二
一
日
全
組
織
に
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま

し
た
。 

 

今
回
の
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
地

域
活
動
の
強
化
と
退
職
者
連
合
の
組
織
体

制
、
機
構
の
整
備
と
改
革
の
二
つ
で
す
。
新

設
し
た
も
の
で
は
、
①
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加 

②
地
域
・
地
区
組
織
の
設
置
③
個
人
加
入
④

全
国
事
務
局
長
会
議
の
設
置
⑤
地
方
代
表

者
会
議
の
設
置
⑥
表
彰
で
す
。
組
織
・
機
構

改
革
の
目
玉
は
、
退
職
者
連
合
本
部
幹
事
会

素
案
を
全
組
織
に
配
布
、
討
議
期
待 

▲1月 20日、連合本部会議室で開かれた退職者連合第６回組織強

化委員会・規約等改訂検討会議。右から３人目が和田委員長。 

退職者連合 当面の会議・集会等のご案内 


